４．ポンプの一般的事項
⑴　構造上具備しなければならない要素

石油精製装置を構成する機器設備のうち，ポンプの果す役割の大きいことは前に述べたとおりであるが，そのためにも不用意に故障したり，異常を起すようなことがあってはならない。従って日常の保守，点検はいうまでもなく重要であるが，その前提となるポンプの選定がまずもって誤まってはならない。化学工業用として使用されているポンプの約80％を占めるうず巻ポンプについて，その具備すべきいくつかの要素を次に挙げる。

①　取り扱いの容易な簡単な構造にして腐食部品などの交換がたやすくできるものであること。

②　羽根車，ケーシングなどの接液部分には耐食性を考慮した材質を選ぶこと。

③　軸封装置は運転中も安定したものであり，保守点検の容易な構造であること。

④　高温液あるいは低温液の場合は，温度に対する配慮が十分なされていること。熱油ポンプの軸封部，グランド，軸に対する冷却と軸および軸スリーブの熱膨張の逃がし，あるいは吸込み，吐出ノズルを上向きにして液中から分離したガスがポンプ内にとどまらない構造にするなどの考慮が必要である。

⑵　揚程

吐出液面と吸込液面とにかかる静圧の差に両液面の垂直距離を加えたものを実揚程（ha)といい，この実揚程のところへ揚液するためにポンプとして発生すべき揚程を全揚程（H）という。

これをポンプの面からみると，ポンプの全揚程は，実揚程のほかに速度水頭，管，バルブ類の摩擦損失水頭を加えたもので，次の式で表される。

	H=ha＋hv＋hf

	ha＝
	(Pd – Ps)
	+(hd – hs)

	
	γ
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ha：実揚程

Ps：吸込み液面にかかる静圧（ゲージ圧力）

Pd：吐出液面にかかる静圧（ゲージ圧力）

hs：ポンプ中心より吸い込み液面までの垂直距離

（押し込みの時＋，図のように吸い込みの時－）

hd：ポンプ中心より吐出液面までの垂直距離

hf：管路の摩擦損失水頭

hv：吐出管末端の残留速度水頭＝Vγ２/2g

γ：液体の比重

⑶　水馬力，軸馬力，効率，駆動馬力

水馬力（水動力）はポンプによってなされる有効仕事をいい，軸馬力（軸動力）はポンプを実際に運転するのに要する馬力を示すものである。また効率は水馬力と軸馬力の比を示すもので，その関係は次のとおりとなる。

効率＝水馬力／軸馬力

水馬力を示すのに次の式がある。

	水馬力（KW）＝
	液比重（kg/m3）×吐出量（m3/s）×（吐出圧－吸込圧）（ｍ）

	
	１０２


また駆動馬力は実際の動力の馬力を示すものである。

⑷　性能曲線

ポンプの性能を示すために揚程，揚液量，軸馬力，効率，回転数の相互関係をグラフに示したものであり，このグラフはポンプの特性をもよく表わすので，特性曲線ともいう。ここで揚液量はポンプ流量を，軸馬力はモータ，タービンなど外部から加える所要馬力のことである。遠心ポンプ，往復動ポンプの性能曲線について次章で示す。

⑸　ＮＰＳＨ

運転中のポンプは，そのときのポンプ吸込水頭の値によって特性が変ってくる。これは性能曲線をみてもわかるように，揚液量を増すと揚程はある点を頂点にして低下する傾向を示し，最後は極端に低下する。つまりポンプとしての役目をしなくなる。このカーブは吸込水頭を低下させるほど，低揚液量で起すようになる。（キャビテイションはこのような時点で起る。･･････後述）このようにポンプの特性に大きな影響を与えるこの吸込水頭が，いわゆるＮＰＳＨ（Net　Positive　Suction　Head）と呼ばれるものである。いいかえると，ポンプのＮＰＳＨとは，その液温に相当する飽和蒸気圧を基準とした，ポンプ入口における全圧水頭であって，そのポンプが，キャビテイションを起すか否かの判定の基準となる数値であるといえる。
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